
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

年　度　重　点　目　標

項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

学校いじめ防止
基本方針

全職員の共通理解の下、組織的にいじめを生まな
い学校風土作りを推進する。

いじめ・不登校対策委員会で定期的に取組を検
討・改善する。

個人面談・教育相談を定期的・計画的に行い関係職員で連携し課題解決に臨む。

定期的なアンケート等を実施し、日常的に生徒の把握に努める。

校内研修により職員の共通理解を図り、スクールカウンセラー等専門家の意見を交え、担任や職員全体へ
の助言等を取り入れ、いじめを生まない環境作りに取り組む。

教育活動全般において人権意識を定着させていくことで、いじめをなくしていく。

第３学年

進路目標の明確化と具現化に向けた学習習慣の
確立を図る。

面談や「夢に向かって」の有効活用により、進路目標を明確にしていく。

日々家庭学習に取り組めるような課題を学年で調整しながら提示することで家庭学習の一層の充実を図る。

学校行事を通じて、主体的に行動する態度を育成
する。

修学旅行の主体的な計画・立案により、リーダーの養成と協働性を育成する。

中学校最高学年として、行事成功に向けチャレンジ精神を育成する。

学
年
部

第１学年

基本的な生活習慣の確立と、集団の一員として規
範意識の高揚を図る。

「夢に向かって」の活用を通して、中学生として好ましい生活習慣を確立させる。

新しい集団生活に早く慣れさせ、規則を守ることの必要性を理解させる。

自ら主体的に活動することのできる資質と能力を
育成する。

自らの課題に気づき、主体的に解決する能力を培わせる。

学校行事に意欲的に参加し、協働の大切さを理解させる。

第２学年

自ら主体的に学習する習慣の定着

十分な学力が付いていない者や課題の提出状況が思わしくない生徒が少なからずいることから、個に応じ
た支援をする中で確かな学力の定着を図っていく。

夢に向かっての活用、家庭との綿密な連絡やSCとの連携で，生徒の困り感等の状況を早期・的確に把握していく。

リーダーとなる生徒の育成と周囲への気配りがで
きる学年集団の形成

修学旅行や各行事で多く生徒に役割を与えながら、リーダーの育成をしていく。

研
究
開
発
部

研修課

教育改革や喫緊の課題に対応するべく、職員研修
の充実と精選を図る。

生徒の実態や本校の現状を踏まえた職員研修を企画する。

職員の人権感覚を高める研修を行い、全教科全領域での人権・同和教育の充実を図る。

「主体的・対話的で深い学び」を実現するための授
業改善、ICTの活用を推進する。

授業や家庭学習において、一人一台端末の活用を進める。

学習指導におけるICT機器の有効な活用に関する情報を収集し、事例を共有する。

図書課

生徒の主体的な学びを支援する「学習情報セン
ター」としての機能を充実させる。

選書委員会や各教科会との連携を取り、授業での学びを拡大深化させるための書籍の収集に努める。

図書館内にある書籍・情報を積極的に紹介・案内し、探求的学びを支援する。

生徒及び図書委員会の協動的な活動を促す取り
組みをし、「読書センター」としての機能を強化す
る。

生徒及び図書委員会の活動や成果物を積極的に発表・評価し、主体的な読書活動を奨励する。

保健
環境課

生
徒
支
援
部

進
路
支
援
部

進路
指導課

外部試験の有効的な活用を模索する。
外部試験の分析結果を職員間で共有し、重点課題の把握に努める。

希望制模試や外部検定等への積極的な受験を促し、生徒の進路意識の高揚を図る。

生徒一人ひとりに寄り添ったきめ細かい進路指導
を実践する。

生徒および教員に対し、「夢に向かって」の積極的な活用を促す。

進路に関する情報を生徒に提供するため、講演・講話等を実施する。

キャリア
教育課

キャリアに関する学習を主体的に行い、進路意欲
の高揚を図る。

授業で学ぶことの面白さを実感し、主体的に取り組むことができる表現活動（発表活動）を行う。

地域や高校等との連携事業を積極的に行い、社会で役立つ幅広い教養と高い知識を養う。

体験活動での学びを、自己の生き方に対する考え
や社会生活に必要な能力等の観点からまとめ、進
路選択の充実を図る。

３年間を通して体験活動を行い、その学びをグループや個人でまとめ、表現活動（発表活動）を実施する。

学校運営方針
１　校訓「質実剛健　自彊不息」を体現するため、学習活動・学校行事等において生徒の主体性を重視し、生涯学び続ける態度を育成する教育活動を推進する。
２　多様化する社会に柔軟に対応するため、人権感覚を高め、高い人権意識に基づく全教科全領域での人権教育と道徳教育の充実を図る。
３　６ヶ年を見据えた中高一貫教育充実のため、教科指導・進路指導・生徒支援等の連携・協働性を高め、ＧＩＧＡスクール推進のための教育活動を実践する。

生徒
指導課

評価項目

教
育
推
進
部

教育
計画課

企画
庶務課

広報課

時制改編、考査の見直し、学校行事の精選等、教育改善を通して、生徒の可能性を最大限に引き出すと共に、生徒が達成感・充実感を高める教育活動を展開する。

ルールや社会のしくみの意味についてよく考え、その理解に基づいて自らを律し、生徒相互の力によって、より良い学校生活を実現する意識と姿勢を育成する。

昨年度の成果と課題

　成果としては、中高一貫教育校として難関大学を含めた進路実績を
見ても、6年間を見通した教育課程、進路指導が評価されている。コロ
ナ禍ではあったが、キャリア教育を推進し、地域の人材を活用したプ
ログラムや体験活動（国内語学研修等）を実施でき、生徒の探求心が
深まったと考えている。
　今後は、学力向上はもちろんのこと生徒一人一人の可能性を最大
限に発揮させるカリキュラム編成や探究活動の充実を図ると共に、学
校の様子などを発信したり、ボランティア活動を積極的に行なうこと
で、地域との連携を深め、生涯学び続ける生徒の育成に努めていき
たい。

宗像中学校としての自彊不息の
学習指導と授業改善

自律心を涵養する生徒指導

高い志を育てる進路指導

学校ホームページの学校行事や部活動に関する項目の内容の充実を図る。

具体的目標

本校の教育目標を実現するための学習指導につ
いて研究する。

教科・学年等と連携し、生徒が充実感や達成感を
感じられる教育活動の展開を支援する。

具　体　的　方　策
６年後を見据えながら主体的に学習に取り組み続ける態度の育成に必要な学習指導の充実に向け、各教
科の支援を行う。

生徒の実態に応じた授業改善やICTを活用した生徒の学習活動が充実するように支援する。

生徒の実態に応じて、学年毎の行事や道徳などについて弾力的な指導を行うための支援を行う。

学校生活や行事の様子をタイムリーかつ積極的に
外部に発信する。

様式３

自　己　評　価

令和5年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）
福岡県立宗像中学校

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

学校関係者評価

次年度の主な課題

新しい校則の共通理解と指導の徹底を図っていく。

集会や各委員会活動、生徒会が前面に出る機会を増やし生徒会を中心に学校の活性化を図っていく。

各行事で多くの生徒に役割と活躍できる機会を作ることで、リーダー性をもった生徒を育成していく。

ホームページ上で各行事について取り上げ、内容の充実を図るとともに、本校の魅力を外部へ発信する。

学校説明会での生徒発表や学校案内の内容を充実させ、本校の魅力を児童等に効果的に伝えられるようにする。

各種行事において、対面での実施やオンラインでの実施を判断し、より効果的な方法で企画・実施する。

中学校と高校の教職員間との連携を深め、教育環境の充実を図る。

時制改編に伴い、ＳＴおよび総学・特別活動の年間計画、考査・評価方法の見直しや学校行事の精選を進める。

他の分掌や職員と連携し、中高が一体となった式典やPTA活動を行う。

　・
　・
　・
　・

評価項目以外のものに関する意見

学　校　運　営　計　画　（４月）

　・

具　体　的　目　標
生徒に６年後を見据えた学習方法（予習・授業中・復習）を体得させ、主体的に学習に取り組む姿勢、生涯学び続ける態度を育成する。

生徒の主体性を重視した学校行事や部活動等を通じて自己の役割に対する責任感の醸成につなげ、協働性、探求力、コミュニケーション力の育成を図る。

地域でのボランティア活動や郊外活動等を通じて、自尊感情を高め、地域と共にある学校づくりの契機とする。

中高一貫教育校として、６年間を見通した進路指導・キャリア教育の体系的指導計画（マトリックス等）を高校と協働して策定し、継続的にその改善・充実を図る。

模試や英検・数学オリンピック等をはじめとする校外での試験等への積極的チャレンジし的確な分析を行うことで高い志を涵養するとともに、自己実現のための確かな学力を養成する。

「夢に向かって」の意義等についての理解を深め、「夢に向かって」を計画的・継続的・効果的に活用することで、短期・長期的な目標の実現に向けた実践力を育成する。

定期的に保健・美化各委員会を開催し、積極的な広報活動により周知、徹底を図る。

場に応じた挨拶の励行を教員・生徒がともに推進していく。

学校教育目標の達成につながる各種式典等を企
画・実施する。

生徒の学校生活の充実に資する活動を展開する。

宗像中学校の魅力を効果的に広報できるよう活動
を行う。

清々しい挨拶の励行と規範意識を高める指導をし
ていく。

生徒会の活性化とリーダーの育成を推進していく。

健康への意識を持った生徒を育成するとともに、
配慮を要する生徒へ速やかに対応する。

新たな感染症対策や時制に対応した、自ら取り組
む美化衛生活動を定着させる。

YouTubeやInstagramなどのSNSの活用頻度を高くする。

ケース会やいじめ・不登校対策委員会でSCに専門的アドバイスを求め、職員全体で配慮を要する生徒に対応する。

学校や地域に対する感謝の気持ちや誇りを持ち、校内美化や環境保全活動に、積極的に取り組む生徒を育てる。

生徒の実態を踏まえ、生徒の力を最大限伸ばすために、ＧＩＧＡスクール構想を推進し、「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善を推進する。

職員全体で生徒の指導状況を記録し、情報共有をする。

対象学年の職員と連携して奨学金等の周知に努め、生徒の進路設計を支援する。

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

キャリアパスポートの効果的な活用方法について研究を進める。

各図書館行事を通して、生徒及び図書委員会の協動的な学びを有意義なものとする。

評価（３月）

中３


